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以
前
よ
り
、
成
年
後
見
制
度

に
係
る
市
民
後
見
人
に
つ
い
て
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
。
そ
ん
な

折
、
平
成
27
年
度
新
潟
市
市
民

後
見
人
養
成
研
修
の
募
集
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
有
用
な
活
動

に
加
え
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

た
く
応
募
し
た
。

　

実
施
者
は
、
新
潟
市
か
ら
の

☆
開
催
日　

３
月
４
日(

日)

☆
時　

間

　

午
前
９
時
か
ら
競
技
開
始　
　

☆
会　

場

　

小
須
戸
体
育
館(

横
川
浜)

☆
試
合
方
法

　

11
本
先
取
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

☆
競
技
種
目　

◆
個
人
Ａ
ク
ラ
ス

　

卓
球
大
会
の
出
場
経
験
が
あ
る
人

　

女
性
に
は
１
セ
ッ
ト
３
点
の
ハ　

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
有
り
ま
す
。

◆
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス(

男
女
別
）

　

卓
球
大
会
の
出
場
経
験
が
な
い
人

◆
小
学
生
ク
ラ
ス

　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス

　

男
女
と
も
に
卓
球
大
会
の
出
場　

経
験
が
あ
る
人

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
ク
ラ
ス

　

男
女
と
も
に
卓
球
大
会
の
出
場　

経
験
が
な
い
人

◆
親
子
ラ
リ
ー

　

制
限
時
間
３
分
の
間
に
ど
れ
だ　

け
ラ
リ
ー
が
続
く
か
を
競
い
ま
す
。

※

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
へ

   

ボ
ケ
１
大
会
の
前
に
練
習
で 

   

き
ま
す

☆
日　

時

　

２
月
27
日

（火）

　

午
後
７
時
～
９
時

☆
会　

場

　

小
須
戸
体
育
館

☆
対　

象

　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら

一
般
ま
で

☆
持
ち
物

  

内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な

ど
（
ラ
ケ
ッ
ト
は
お
貸
し
し
ま
す
）

参
加
費
無
料
、
当
日
直
接
会
場
へ

　

小
学
生
の
子
ど
も
と
親
・
祖
父
母

な
ど
と
の
ペ
ア
。

☆
特
製
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
ま
す
。

（
写
真
参
照
）

☆
主　

催

　

に
い
が
た
ボ
ケ
１
ス
リ
ッ
パ
卓

　

球
大
会
実
行
委
員
会

委
託
に
よ
り
新
潟
市
社
会
福
祉

協
議
会
・
新
潟
市
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
研
修
内

容
は
「
基
礎
研
修
」、「
実
務
研

修
」、「
体
験
実
習
」
で
あ
り
、

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
濃
い
も

の
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
か
周
囲

の
お
か
げ
で
研
修
を
終
了
し
、

平
成
28
年
４
月
よ
り
新
潟
市
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
後
見
支
援
員
と
し
て
後
見
活

動
に
従
事
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
生
か
さ
れ
て

生
き
る
自
分
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
後
見
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

後
見
支
援
活
動

　日本一の規模を誇る第41回日本

ボケ展が開催されます。

　期間中、約１万５千鉢ものボケ

の花が展示即売され、日本ボケ協

会員と県内外のアマチュア愛好家

との合同作品展も同時開催されま

す。ぜひ一度ご覧になってみてく

ださい。

期　日　３月２日（金）～11日（日）

　　　　９時～17時

　　　　ただし、最終日は16時まで

会　場　「うららこすど」

　　　　☎0250-38-5430

関　俊雄さん

（小須戸）

あなたも一言どうぞ!!
  毎号お馴染みの「ちょこっと
一言」コーナーは、地域の話題
や雑感を市民の方々からお寄せ
いただいています。
　あなたも「ちょこっと一言」
に投稿してみませんか！テーマ
は自由です。興味、関心のある
方は公民館までご連絡ください。

 

・
ギ
ザ
ギ
ザ
の
か
っ
こ
い
い
角
が
気
に
い
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ワ
ガ
タ
が
好
き
な
の
で
描
く
の
は
難
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

中
山　

心
晴
さ
ん

き
よ
は
る

（
小
須
戸
幼
３
歳
児
）

佐
藤　

蒼
輔
さ
ん

そ
う

す
け

（
小
須
戸
小
６
年
）

「
つ
よ
そ
う
で
し
ょ
！
ぼ
く
の
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
」

 

・
工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、
空
の
色
で
す
。

 

・
木
の
幹
の
色
を
塗
る
と
き
が
大
変
で
し
た
。

高
山　
　

輝
さ
ん

あ
き
ら

（
小
須
戸
小
４
年
）

「
公
園
の
木
」

 

・
紙
の
白
い
部
分
を
絵
具
を
使
っ
て
な
く

　

し
ま
し
た
。
砂
金
取
り
の
細
か
い
動
作

　

と
か
波
の
動
き
を
再
現
し
ま
し
た
。

 

・
ち
ょ
っ
と
し

　

た
影
や
波
の

　

動
き
の
再
現

　

が
難
し
か
っ

　

た
で
す
。

「
友
達
と
砂
金
取
り
」

我
妻　

志
帆
さ
ん

し

ほ

（
小
須
戸
小
１
年
）

 

・
象
さ
ん
に
リ
ボ
ン
を
つ
け
る
の
が
大
変

　

で
し
た
。

「
木
の
み
を
と
っ
て
い
る
」

長
沢　

真
衣
さ
ん

ま

い

（
小
須
戸
小
５
年
）

 

・
音
楽
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

 

・
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
を
細
か
く
小
さ
い
粒

  

に
し
た
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

「
音
符
の
夜
」

色彩鮮やか　豊かな感性色彩鮮やか　豊かな感性
～第48回県ジュニア美術展奨励賞入賞～回県ジュニア美術展奨励賞入賞～

色彩鮮やか　豊かな感性
～第48回県ジュニア美術展奨励賞入賞～

　新潟県内の子どもたちの美の祭典「第48

回県ジュニア美術展覧会」（新潟日報社、県

教委など主催）の作品審査が11月28日に行

われました。

　今回は、県内６６４の幼稚園・保育園、小・

中学校などから３万１６４２点の応募があり、

特賞30点、優秀賞１９０点、奨励賞１８４０点

が選ばれました。

　小須戸地域からは５名の子どもたちが奨

励賞に入賞しました。「工夫したところ」「大

変だったところ」などのインタビューも含

めて紹介いたします。

日本ボケ展日本ボケ展
　　開催のお知らせ　　開催のお知らせ
日本ボケ展日本ボケ展
　　開催のお知らせ　　開催のお知らせ
日本ボケ展
　　開催のお知らせ 第

９
回
に
い
が
た
ボ
ケ
１

第
９
回
に
い
が
た
ボ
ケ
１

　
　

ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
　

ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す 

第
９
回
に
い
が
た
ボ
ケ
１

　
　

ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す

ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン

応
援
・
見
学
大
歓

応
援
・
見
学
大
歓
迎
！！　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

応
援
・
見
学
大
歓
迎
！！　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

昨
年
の
大
会
の
様
子

▶

今年も応援に来るよ！

花野 古町

笹 団五郎
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文　

芸　

欄

流
れ
来
て
流
れ
去
る
な
り
十
二
月　
　
　
　

中

野

太

浪

棟
上
げ
の
御
幣
は
た
め
く
師
走
空　
　
　
　

馬

場

綾

子

凜
と
し
て
高
き
ポ
ー
ル
に
冬
の
鳥　
　
　
　

間

野

え

り

皇
居
で
の
勤
労
奉
仕
師
走
晴　
　
　
　
　
　

吉

澤

文

子　
　
　
　
　

着
ぶ
く
れ
て
母
の
齢
に
届
か
ざ
り　
　
　
　

本

多

玲

子　
　
　
　
　

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
羽
織
れ
ば
妻
の
ま
ご
こ
ろ
が　

熊
倉
ひ
ろ
む

鮭
料
理
膳
を
は
み
出
す
大
切
身　
　
　
　
　

丸

山

紀

子

支
へ
ら
れ
八
十
路
と
四
つ
お
ら
が
春　
　
　

馬

場

高

志　
　
　

初
鴉
思
ひ
お
も
ひ
に
賀
を
申
す　
　
　
　
　

佐
久
間
久
子　
　
　
　
　

御
降
り
や
い
ま
別
れ
ゆ
く
掌
に
解
け
む　
　

風

間

幸

子

凍
て
星
や
明
日
の
空
を
占
へ
り　
　
　
　
　

吉

田

松

子　
　
　

寒
月
や
予
後
の
わ
が
胸
ま
だ
痛
む　
　
　
　

上
田
ス
ミ
イ

春
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
寝
か
さ
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

渡

辺

信

子　

　
　
　
　
　

う
た
た
寝
の
こ
た
つ
が
み
て
る
春
の
夢　
　

能
登
と
し
お

暖
か
な
こ
た
つ
私
の
楽
天
地　
　
　
　
　
　

増

井

都

留

家
族
愛
育
て
昭
和
の
掘
り
こ
た
つ　
　
　

  

会

田　

修

置
き
こ
た
つ
寒
梅
飾
り
春
を
待
つ　
　
　
　

保

科

志

枝　
　
　
　

忍
耐
と
努
力
で
撮
っ
た
こ
の
一
瞬　
　
　
　

風
間
源
一
郎

プ
ー
さ
ん
の
絵
の
あ
る
袋
の
お
年
玉　
　

　

中
味
も
見
ず
に
喜
ぶ
曽
孫
ら　
　
　

  　

高

橋

キ

ヨ

新
玉
の
し
め
縄
見
上
げ
一
年
の

　

御
加
護
を
祈
る
諏
訪
神
社
前　
　
　
　

吉　

田
ま
つ
え

孫
息
子
ば
あ
ば
の
の
っ
ぺ
が
美
味
し
い
と

　

如
才
の
な
さ
に
愛
し
く
想
ふ　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

信
じ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
見
て
し
ま
う

　

今
年
の
運
勢
多
少
気
に
な
り　
　
　
　
　

こ　

み　

け

〈こたつ〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

む
ね

り
ん

あ

ご

し

へ
い

わ
す

し

わ
す

ば
れ

ぞ
ら

か
ん

げ
つ

あ
ら

ま
え

よ
ろ
こ

た
ま

よ

ご

ご

ご

か

い

た

あ
し

う
ら
な

お

て

さ
が

は
つ
が
ら
す

が

や

そ

じ は

お

ぜ
ん

お
お

き
り

み

き

よ
わ
い
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
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

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文　

芸　

欄

　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
２
月
23
日（
金
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公
民
館
へ
。







俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集



募集人員　　1名（センター長）

業務内容　　施設管理業務　　　

資　　格　　67歳以下の方

　　　　　　パソコンのエクセル、ワードの基本的操作ができる

給　　与　　月額　117,200円

勤　　務　　月曜～金曜　　週５日　午前９時～午後５時 (７時間勤務）

採用予定日　　平成30年４月１日

応募方法　　履歴書（写真貼付）をまちづくりセンターへご持参ください。

　　　　　　※３月５日締め切り

問い合わせ先

　小須戸コミュニティ協議会   

　（小須戸まちづくりセンター　事務室内）   

　〒956-0101 新潟市秋葉区小須戸120番地１   

　電話 ０２５０－２５－７０６９　　　　　　　   

　

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小須戸まちづくりセンター
センター長 募集のお知らせ

大盛況！移動茶の間
『認知症サポーター養成講座』

  １月18日（木）地域の茶の間『いこてば、こいてば、ふれあい会館』は会

場を小須戸健康温泉センター花の湯館に移し、認知症サポーター養成講座

を開催いたしました。一般の方も合わせるとなんと80名以上の方の参加が

あり、大広場が狭く感じるほどの大盛況でした。ＰＰＫ48による体操で身体

がほぐされ、秋葉区社会福祉協議会・健康福祉部副部長との認知症対応寸

劇の掛け合いは、爆笑に次ぐ爆笑!!会場が笑いの渦に包まれ、好評のうち

に終了いたしました。

　

協
働
し
て
住
民
意
識
向
上
の

き
っ
か
け
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、

第
22
回
松
ヶ
丘
地
区
新
年
安
全
祈

願
祭
と
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
１
月

14
日

（日）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
前
日
ま
で
の
大
雪
が
う

そ
の
よ
う
に
晴
れ
わ
た
り
清
々
し

い
日
と
な
り
ま
し
た
。
午
後
２
時

か
ら
公
園
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
１

３
０
名
全
員
が
家
内
安
全
、
無
病

息
災
と
地
区
の
安
寧
を
願
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
歩
い
て
５
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
る
「
さ
い
の
神
」
会

場
で
正
月
飾
り
や
古
い
し
め
縄
と

す
る
め
竹
棒
を
持
っ
て
「
ど
ん
ど

焼
き
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
あ
っ
た
か
く
て
美
味
し
い

豚
汁
や
餅
、
み
か
ん
が
参
加
者
全

員
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
松
ヶ
丘
自
治
会
の
浦

野
壽
夫
会
長
は
「
ど
ん
ど
焼
き
を

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
松
ヶ
丘
は
新
興
住
宅
地
で

「
ふ
る
さ
と
」と
い
う
感
覚
が
な
く
、

こ
う
い
う
行
事
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
ふ
る
さ
と
」
を
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
自
治
会
と
し
て
の

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
小
正
月
行
事
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
住
民
同
士
の

き
ず
な
を
大
切
に
す
る
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
大
変
貴
重
で
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

七
七七

・
・
・

一
年
の
平
穏
無
事
を
願
っ
て

一
年
の
平
穏
無
事
を
願
っ
て
〜
松
ヶ
丘
地
区
〜

〜
松
ヶ
丘
地
区
〜

一
年
の
平
穏
無
事
を
願
っ
て
〜
松
ヶ
丘
地
区
〜

帰ってきた愛しのローラー帰ってきた愛しのローラー ～小須戸中～

　明治30年（1897年）頃から県道整備

や小・中学校グランド整地に使われ、

役目を終えた後は長らく旧小須戸町役

場の敷地内に保存されていた「円筒石」

（ローラー）が12月20日、小須戸中学校

創立70周年を期に、校門正面に移設さ

れました。

　卒業生が愛情込めて引いたローラー

が故郷、中学校に帰ってきました。地

域の礎を築いた先人の労を讃え、時代

ごとに町の発展を支えた歴史的遺産と

して、これからも語り継いで行きたい

と思います。

　小須戸小学校６年生が提案します。大

好きな小須戸が10年後、こうあってほし

いという願いを実現するための提案です。

日　時　　３月５日（月）　

　　　　　午前 11 時～ 11 時 45 分

会　場　　まちづくりセンター３階

　　　　　ホール

　　 地域の皆さんから大勢聞きに

　　 来ていただきたいと思います。

「私たちが考える
　　　　　小須戸の10年後」

小須戸小からのお知らせ小須戸小からのお知らせ小須戸小からのお知らせ小須戸地区図書室新刊案内

【一般書】
・マネして書くだけ確定申告平成30年
　3月締切分はじめてでも大丈夫！
　　　　　　　　　　　（山本宏 /監）
・皮ふと健康おトク情報
　　　　　　　　　　（花川博義 /監）
・日本の城事典　　　 （千田嘉博 /監）
・フェルトでつくる
　かわいい花とスイーツ（PieniSieni）
・もうレシピ本はいらない
　　　　　　　　　　　（稲垣えみ子）
・繰り返し作りたくなる！
　スープレシピ　　　　　（大橋由香）
・今日の晩ごはんと明日のおべんとう
　　　　　　　　　　　　（山脇りこ）
・アレンジで 2倍楽しむ
　わたしの好きな煮込み
　　　　　　　　　　（ワタナベマキ）
・花になるらん　　　　（玉岡かおる）
・草笛物語　　　　　　　　（葉室麟）
・バブルノタシナミ　　（阿川佐和子）
・寂しい生活　　　　　（稲垣えみ子）
・わたしを離さないで
　　　　　　　　（カズオ・イシグロ）
・文芸あきは第十一号
　　　　　　　　（新津文芸協会 /編）

【児童書】
・があちゃん　　　　（かつやかおり）
・つまんないつまんない
　　　　　　　　（ヨシタケシンスケ）
・ウサギのすあなにいるのはだあれ？
　　　　　（ジュリア・ドナルドソン）
・ジングルベル
　　　　　（キャサリン・N.デイリー）
・昆虫　　　　　　　　　（小池啓一）
・街角には物語が…　　　（高楼方子）
・ビーおばさんとおでかけ
　　（ダイアナ・ウィン・ジョーンズ）

す
が
す
が

あ
ん
ね
い


